
地 区 名 
上 長 渕 区  
下 長 渕 区  
富 田 区 
芳 野 区 
沢 　 　 区  
元町2丁目区 
立 川 区 
上 郡 区 
上 後 区 
中 後 区 
上 袋 田 区  
下 袋 田 区  
下 後 区 

第５５回 作り物コンクール 
―――― 

奨 励 賞  
奨 励 賞  
奨 励 賞  
奨 励 賞  
奨 励 賞  
奨 励 賞  
奨 励 賞  

―――― 
福 井 新 聞 社 賞  
勝 山 市 長 賞  
勝山商工会議所会頭賞 
勝山地区区長会長賞 

第２４回　行燈コンクール 
奨 励 賞  
奨 励 賞  
奨 励 賞  
勝 山 市 長 賞  
勝 山 市 議 会 議 長 賞  
奨 励 賞  
奨 励 賞  
奨 励 賞  
奨 励 賞  
奨 励 賞  
勝 山 観 光 協 会 長 賞  
中 日 新 聞 社 賞  
奨 励 賞  

第３８回　子どもばやしコンクール 
―――― 

勝 山 市 長 賞  
―――― 

勝 山 商 工 会 議 所 会 頭 賞  
勝 山 市 議 会 議 長 賞  
勝山左義長ばやし保存会長賞 
勝 山 地 区 区 長 会 長 賞  
福 井 テ レ ビ 社 賞  
勝山青年会議所理事長賞  
勝山市子ども会育成連絡協議会長賞 

―――― 
勝 山 市 連 合 婦 人 会 長 賞  
勝 山 観 光 協 会 長 賞  

3広報かつやま3月号 No.639 2 広報かつやま3月号 No.639

2
月
２３
日
、
２４
日
の
両
日
、
奥
越
に
春
を

呼
ぶ
奇
祭
「
勝
山
左
義
長
ま
つ
り
」
が
行
わ

れ
、
約
6
万
人
の
人
出
で
賑
わ
い
ま
し
た
。

今
年
は
沢
区
で
一
番
太
鼓
（
ふ
れ
太
鼓
）

が
行
わ
れ
、
櫓

や
ぐ
ら

の
前
に
は
多
く
の
市
民
が
集

ま
り
、
待
ち
に
待
っ
た
ま
つ
り
の
始
ま
り
を

祝
い
ま
し
た
。
そ
の
後
、
そ
の
他
の
地
区
の

櫓
１１
基
で
も
一
斉
に
太
鼓
が
打
ち
鳴
ら
さ

れ
、「
蝶
よ
花
よ
」
の
お
囃は

や

子し

に
合
わ
せ
て

こ
っ
け
い
な
仕
草
で
浮
か
れ
踊
り
ま
し
た
。

赤
い
長な

が

襦じ
ゅ

袢ば
ん

を
着
た
男
衆
や
子
ど
も
た
ち

は
、
こ
の
日
の
た
め
に
練
習
し
て
き
た
成
果

を
披
露
し
、
寒
さ
も
吹
き
飛
ば
す
熱
気
あ
ふ

れ
る
浮
き
太
鼓
を
演
じ
て
い
ま
し
た
。

両
日
と
も
、
雪
が
降
る
あ
い
に
く
の
天
候

と
な
り
ま
し
た
が
、
各
通
り
の
櫓
周
辺
に
は
、

多
く
の
観
光
客
や
カ
メ
ラ
マ
ン
が
、
賑
や
か

な
浮
き
太
鼓
を
一
目
見
よ
う
と
集
ま
り
、
思

い
思
い
の
一
枚
を
カ
メ
ラ
に
収
め
て
い
ま
し

た
。ま

た
、
櫓
の
そ
ば
に
は
世
相
を
風
刺
し
た

作
り
物
や
絵
行
燈
な
ど
が
並
び
、
多
く
の
人

が
足
を
止
め
て
見
入
っ
て
い
ま
し
た
。

12基の櫓の上では、子どもから大
人まで、春を恋こがれて浮き太鼓
を熱演


